
近年、希少植物や在来農産物の数が減少しており、どうにかできないかと思い活動を行ってき

ました。私達は対馬市の希少植物黄金オニユリの保護増殖活動を約３０年継続しこれまでに１０

００球以上の球根を返還してきました。また平成２７年度からは地域在来農産物の復活に向けて

取り組みを開始し、これまでに県内６種類の在来農産物の栽培に成功し、各種イベント開催など

PR活動も全国に向けて行うことができました。そのような中、対馬高校の皆さんから対馬の在来

農産物“対州蕎麦” の復活とPRについて依頼を受けました。これまでの経験をもとに対州蕎麦を

もっと身近に感じてもらうためスプラウト化に挑戦し３ヶ月間実験を繰り返し栽培に成功しまし

た。また、実際に対馬を訪れ対馬市民の皆さんにPR活動を行いました。また対馬高校の皆さんと

リモートで交流を行い、今後は対馬高校、対馬市役所と連携した取り組みを行うことが決定し、

さらに活動を広げていきます。
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